
継続事業評価調書
【道路事業】

土木局地域道路室



投資事業評価調書（継続：再評価）

部課室名 県土整備部土木局

地域道路室

記入責任者職氏名

（担当者氏名）

地域道路室長 中村 誠

（主幹兼国道係長 丸岡 剛）
内線 4362

（4375）

事 業 名 事 業 区 間 総事業費 28億円

事業種目 道 路 道路改築事業

一般国道427号

多可
た か

町中
なか

区曽我
そ が

井
い

～同区糀屋
こうじや

内用地補償

費
16億円

所 在 地
着工
年度

完成予定
年 度

進捗率
（内用補進捗率）

約60％
（63％）

多可
た か

郡多可
た か

町中
なか

区 H11 H23 残事業費 11億円

事 業 目 的 事 業 内 容

・（国）427号は、明石市の国道２号と朝来市の国道９号

を結び、東播磨、北播磨、丹波、但馬地域の連携を担う

主要幹線である。

・本事業区間は、車道及び歩道の幅員が狭いうえ大型車輌

の交通が多く、曽我井集落など沿道住民の安全が確保さ

れていない。また、坂本交差点においては、国道が屈曲

し、変則５差路の平面交差となっているため交差点の交

通容量に課題があり朝夕を中心に交通渋滞が発生して

いる。

・本事業は、集落地内の通過交通排除及び変則交差点を解

消するためバイパスを整備し、緊急輸送路ネットワーク

の形成、地域間の連携強化、歩車交通の分離、交通渋滞

の緩和することにより地域活性化に寄与し安全･安心な

交通を確保する。

道路改築事業 Ｌ＝1,760ｍ

【構造規格】３種２級(平地部)

【計画幅員】6.5(17.0)m(2車線＋両側歩道)

【計画交通量】13,003台/日

【現況交通量】13,003台/日(うち大型車1,634台/日)

(H17交通センサス)

【負担割合】 国:5.5/10，県:4.5/10

事業を取り巻く

社会経済情勢等

の変化

・事業着手時と比べ交通量は増加し、特に大型車輌は約1.8倍となっていることから事

業の必要性は増している。

・近年の厳しい財政事情の下、コスト縮減を図りながら事業効果の早期発現に努めて

おり、既存ストックの有効活用等を計画する。

進捗状況

・平成20年度末進捗率(予定)は、事業費ﾍﾞｰｽで60％、用地取得で63％である。

・平成11年度よりⅠ工区（BP区間L=1,320m）に着手し、平成20年度末にこの区間の供

用を予定している。

・残事業区間は、平成20年度に調査・測量し平成21年度から用地取得に着手する予定。

評価視点 評価結果の説明

(1)必要性

○安心・安全性の確保

・国道427号は、緊急輸送路に位置づけられており防災面での必要性が高い。

・大型車等の通過交通をバイパスに誘導し集落内の沿道の生活環境が改善される。

・自転車歩行者道の整備により、歩行者等の安全･安心な空間が確保できる。

(2)有効性・効率性 ・国道427号は、北近畿豊岡自動車道や国道175号と一体となって広域的な交通ネット

ワークを形成しており当事業の完成は地域間交流を促進し、観光・産業の発展に寄

与する。

・当該区間は、多可町中区内(旧中町)の円滑な交通ネットワークの確保のために平成

10年に中町西線として都市計画決定されている。

・費用便益比 Ｂ／Ｃ＝2.6(全体)，2.3(残)

(3)環境適合性 ・渋滞の緩和や自動車走行速度の向上によるＣＯ2 排出量を削減や集落内の通過交

通の排除による騒音低減など地域の環境改善が期待できる。

(4)優先性 ・残区間の交差点渋滞緩和が現道の交通環境改善につながること及び63%まで用地買収

が終了していることから、重点投資により、早期の全線供用が望まれている。

・都市計画決定されており用地取得における多可町の協力等、円滑な執行環境が整っ

ている。
再評価

の結果
継続 左の理由

・事業の必要性は事業採択時と変わらず、地域住民からも早期完成

を望む声が強いことから、継続して事業を実施する必要がある。
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事業進捗状況概要図（継続：再評価）
事業名 道路事業 路線・河川名 一般国道427号 曽我井ﾊﾞｲﾊﾟｽ

事業進捗状況・予定 整備効果

全体

H11～23年度【事業費＝28億円】
事業費28億円、延長1.76km

用地：約31,000㎡

過去
10年間
（実績）

H11～20年度【事業費＝17億円】
［全体］進捗率約60%、用地買収約63％

平成20年度 Ⅰ工区 供用予定（L=1,320m）

Ⅱ工区 調査測量（L=440m）

集落内の通過交通を排
除し、沿道の生活環境
を改善する。

今後
3年間
（予定）

H21～23年度【事業費＝11億円】
平成21年度 道路詳細設計、用地測量、用地買収

平成22年度 用地買収完了予定、道路改良工事着手

平成23年度 全線完成予定

変則交差点における渋

滞解消することにより

円滑な交通ネットワー

クの確保を図る。 

西 脇 市

至
神
戸
市
→

←
至
丹
波
市

至
丹
波
市
→

至
神
戸
市
→

中町中学校
事業区間L=1,760m

西
脇
北
ﾊ
ﾞｲ
ﾊ
ﾟｽ

多可町役場

(旧八千代町)

多 可 町
(旧中町)

町
道
中
町
東
線

中町南小学校

１工区L=1,320m２工区L=440m

凡 例

H11～H20

H21～

西 脇 市

至
神
戸
市
→

←
至
丹
波
市

至
丹
波
市
→

至
神
戸
市
→

中町中学校
事業区間L=1,760m

西
脇
北
ﾊ
ﾞｲ
ﾊ
ﾟｽ

多可町役場

(旧八千代町)

多 可 町
(旧中町)

町
道
中
町
東
線

中町南小学校

１工区L=1,320m２工区L=440m

凡 例

H11～H20

H21～

凡 例

H11～H20

H21～
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■継続事業

当初計画及び実施工程

②Ｂ／Ｃ根拠説明資料例

便益（Ｂ）の項目

事

業
B（便益） 算出方法

①走行時間短縮便益

○目的地までにかかる時間

が短くなることによる便益

整備無しの走行時間費用－整備有りの走行時間費用

走行時間費用：Σ（交通量×走行時間）×時間価値原単位×３６５日

②走行経費減少便益

○交通の流れがスムーズになり燃

費などが向上することによる便益

整備無しの走行経費－整備有りの走行経費

走行経費：Σ（交通量×距離）×走行経費原単位×３６５日

道

路

③交通事故減少便益

○交通事故が減少することに

よる便益

整備無しの事故損失額－整備有りの事故損失額

事故損失額：Σ〔交通量×距離×交差点以外の事故損失原単位

＋交通量×主要交差点数×交差点部事故損失原単位〕

費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出根拠

B（便益） C（費用）

総費用 事業費 維持管理費
事

業
事業名 便益額

(百万円)
代表的な効果

(百万円) (百万円) (百万円)

B

／

C

①走行時間

短縮便益
7,898
時間短縮：

2.2 分→1.8 分

②走行経費

減少便益
36
現況交通

13,003 台/日

③交通事故

減少便益
-11
計画交通

10,402 台/日

全
体
事
業
費

計 7,923

3,092 2,928 164 2.6

①走行時間

短縮便益
2,392
時間短縮：

0.6 分→0.4 分

②走行経費

減少便益
70
現況交通

13,003 台/日

③交通事故

減少便益
7
計画交通

10,402 台/日

道

路

一般国道

427 号

残
事
業
費

計 2,469

1,084 1,042 42 2.3

：当初計画

：実施・計画

L= 1,320 ｍ

(1.7億円)
L = 24,000 ㎡
N=16件
(10.0億円)
L = 1,320 m

(5.0億円)
L= 440 ｍ

(0.7億円)
L = 7,200 ㎡
N=2件
(6.0億円)
L = 440 m

(4.6億円)

H17 H18

規 模
（事業費） H12 H13 H14 H15

Ｒ４２７号 曽我井BP 事業スケジュール

H11 H21H20H19 H23
工 種

年 度

H22H16

Ⅱ
工
区

(

現
道
拡
幅
部

) 道路改良工事

用地・補償

調査・設計

用地・補償

道路改良工事

調査・設計

Ⅰ
工
区

（

バ
イ
パ
ス
部

)
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西 脇 市

至
神
戸
市
→

←
至
丹
波
市

至
丹
波
市
→

至
神
戸
市
→

中町中学校

西
脇
北
ﾊ
ﾞｲ
ﾊ
ﾟｽ

多可町役場

(旧八千代町)

多 可 町
(旧中町)

町
道
中
町
東
線

中町南小学校

１工区L=1,320m２工区L=440m

1.50 3.25 3.25 1.503.00 3.00

17.0

曽我井バイパス 計画断面図

0.75 0.75

事業箇所

凡 例
：高速道路
：国道
：事業路線
： 〃 区間
：県道
：町道

一般国道４２７号 曽我井バイパス位置図

一般国道427号 曽我井バイパス（H11～H23）
L=1,760m W=6.5（17.0）m 全体C=2,800百万円

地
道
-
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至
西
脇
市

至丹波市

杉原川

曽我井集落

一般国道427号 曽我井バイパス（H11～H23）
L=1,760m W=6.5（17.0）m 全体C=2,800百万円

【現整備区間】１工区（バイパス部） L=1,320m
H21.3末供用予定

【残区間】２工区（現道拡幅） L=440m

県道山南多可線

県
道
多
可
北
条
線

鍛冶屋線跡

起
点

終
点

坂本交差点

凡 例
：鍛冶屋線跡
：国道４２７号
：事業区間
：県道
：町道

一般国道４２７号 曽我井バイパス 道路改築事業

地
道
-
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学校学校

現道状況写真

人家連但部

1

大型車走行状況①

事業採択時からの変化

事業採択時との比較
（交通量）

13,003

12,726

12,000

12,500

13,000

13,500

14,000

Ｈ１１ Ｈ１７ 年度

交通量
(台/日)

伸率１．０２

※観測地点：多可町中区曽我井

至丹波市

至丹波市

事業採択時との比較
（大型車台数）

1,634

907

500

1,000

1,500

2,000

H11 H17 年度

交通量
(台/日)

伸率１．８０

3
大型車走行状況②

至丹波市

2

3
2

１

地
道
-
6



渋滞状況

＜残事業区間の渋滞状況＞
①｢坂本交差点｣西向260m
② 〃 東向170m

※観測日H19.10及びH20.8

残事業区間L=440m

1

2

国道427号 曽我井ﾊﾞｲﾊﾟｽ L=1,760m

※当事業区間の渋滞損失時間は、３４千人時間/年km
と県内上位２割に入っており、早急な対策が必要！

坂本交差点

渋滞指標

0

50

100

150

200

250

300

350

400

1 51 101 151 201 251 301 351 401 451 501 551 601 651 701 751

ｾﾝｻｽ区間

渋滞損失時間
(千人時間/年km)

県内上位２割
３０千人時間/年km

県内上位２割区間

兵庫県

凡 例
交通連携
交通円滑
沿道環
地域連携(2A･2B)
地域連携(1次･特改)

凡 例
交通連携
交通円滑
沿道環
地域連携(2A･2B)
地域連携(1次･特改)

853位以下省略

１位2,198(千人時間/年km)

■補助国道 （箇所数）

対策中 その他 計

渋滞損失時間
県内２割

9 205 214

その他 6 851 857

計 15 1056 1071

県内上位２割（214区間）
R427曽我井バイパス
（197位：34千人時間/年km）

優先度明示曲線（渋滞損失時間）

② ②

坂本交差点東向き170m

至丹波市

至丹波市

坂本交差点西向き260m

至西脇市

①

観測日：H19.10.23観測日：H20.8.12

県内上位２割(214区間)
R427曽我井ﾊﾞｲﾊﾟｽ
（197位：34千人時間/年km）

地
道
-
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坂本交差点

事故発生状況

○変則的な交差点形状及び主要道路である
国道が屈曲しているため、車両の追突事故
が発生している。主に追突事故が４割
※過去(H17～H19)３年の死傷事故件数 ８件
（着手前のH9～H10：３件）

事故状況等

①屈曲した国道

国道427号

※残業区間(交差点前後)の死傷事故率は、
139.4件/億台・kmと 県内平均値の約1.4
倍であり、早急な対策が求められている！

残事業区間L=440m

国
道
427号

変則５差路

1

国道427号

国道427号

地
道
-
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進捗状況

(国)427号 曽我井BP L=1,760m H11～H23

１工区(BP区間) L=1,320m２工区(現道拡幅区間) L=440m
事業期間：H11～H20
（H20年度供用予定）

至丹波市

至西脇市

１工区：現道取付部

至丹波市

現道427号

１工区：BP中間

至丹波市

１工区：起点側

至丹波市

4
3

2

1

5

１工区：現道取付部

至西脇市

１工区：現道拡幅

至丹波市

事業期間：H21～H23予定

3

2

1

4 5

全体平面図

＜曽我井BPの整備状況＞
○H11年度からⅠ工区（BP区間）L=1,320mの調査・測量に
着手し、H12～用地買収、H17～工事を進めH20年度Ⅰ工区
を供用予定(進捗率約６０％)

地
道
-
9



至
西
脇
市

至
丹
波
市

中町南小学校

多可町役場
歩道整備の必要性

1
2

のぎく歩道橋

凡 例
：国道427号
：曽我井BP
：県道
：町道
：通学路

通学状況②

通学状況③

国道427号

のぎく歩道橋

通学状況①

至西脇市

3

町道
坂本
３号
線

地
道
-
1
0



残事業区間(坂本交差点)の改良計画について

（現状における課題）
○現在は、国道４２７号と町道３路線の計４路線による変則５差路交差点
であるため車輌同士の事故が多く危険な状態である。
・交差点付近における事故件数８件（過去３年）
・死傷事故率139.4件/億台キロ（県内平均約100）

計画平面図

(国)427号 曽我井BP L=1,760m

Ⅰ工区(BP区間)
L=1,320m

Ⅱ工区(現道拡幅区間) L=440m
事業期間：H21～H23予定

1

現R427
現R
427

町
道
中
町
東
線

町道坂本1号線

町
道
坂
本
３
号
線

のぎく歩道橋

新R427

主交通である国道が屈曲している坂本交差点

国道427号

国道427号
町道坂本3号

町道坂本1号
町道中町東線

１

2

（改良に伴う整備効果）
○変則５差路から３差路交差点に改良することで
車両等の円滑な通行が確保され安全性が向上する。
また、自転車歩行者道を整備することにより、安全
で安心な自転車歩行者空間が確保される。 ２

現在の歩道状況

至丹波市

至丹波市

至西脇市

地
道
-
1
1


